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  鳥取大学地域学部における初年次必修科目「地域学入門」は，2004 年度の開講から数えて本年度
で 8 年目を迎えた。本年度は，2008 年度から 3 カ年にわたってコーディネーターを務めてきた渡部
教授に代わって，地域政策学科の竹川がコーディネーターを務めることとなった。これまで渡部教
授は,内外の講師による「地域学」の入門的講義に加えて，講義冒頭 15 分を使った予習事項の発表や，
中間・総括の 2 度にわたる学級担任と新入生とのディスカッションを実施し，約 200 名の同級生が
一堂に会する前で発言する機会を与えて彼らの変容を促そうとする「参加型・ゆさぶり型の授業」










                                                  
＊  鳥取大学地域学部准教授（地域政策学科） 








 地 域 学 論 集  第 ８ 巻  第 ３ 号（2012） 
２．2011 年度新入生の状況 
まず入試区分別に見た 2011 年度新入生の状況を確認する。地域学部 4 学科と各学部の入学者を入
試区部で整理し，それぞれの割合を算出したものが表 1 である。 
  
私費外国人留学生を除いた鳥取大学全体の入学者 1,206 名のうち，地域学部に入学したのは 207


















入学者 割合（%） 入学者 割合（%） 入学者 割合（%） 入学者 割合（%） 入学者 割合（%） 入学者 割合（%）
地域政策学科 9 17.6 3 5.9 31 60.8 8 15.7 51 100.0
地域教育学科 6 10.7 0.0 40 71.4 10 17.9 56 100.0
地域文化学科 4 7.7 2 3.8 30 57.7 16 30.8 52 100.0
地域環境学科 3 6.3 2 4.2 30 62.5 13 27.1 48 100.0
5
22 10.6 7 3.4 131 63.3 47 22.7 207 100.0
0
65 24.8 147 56.1 50 19.1 262 100.0
1
3 0.6 33 6.7 3 0.6 340 69.1 113 23.0 492 100.0
0
15 6.1 47 19.2 160 65.3 23 9.4 245 100.0
6










ＡＯ 推薦 前期 後期 合計
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 2010 年度の「地域学入門」では，第 1 部「『地域学』とは何か」，第 2 部「鳥取大学の地域連携活
動」，第 3 部「『地域づくり』の実践」の 3 部構成であったが，2011 年度は，イントロダクション（1
回），第 1 部「私たちにもできる身近な地域連携・地域交流活動」（2~4 回），第 2 部「地域づくり・







すなわち，2010 年度では，第 1 部の理論編に対する感想は，地域学の捉え方について戸惑いを示す
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今地域なのか。地域学が目指すもの」と題した講義を行った。本講義は，2011 年 3 月に出版された
講義テキスト『地域学入門』の第 1 章の内容をベースにしたもので，地域概念や地域学の特徴並び
にそれが登場する社会背景等が概略的に説明された。 















 続く第 2 部（地域づくり・地域研究の実践）では，第 5 回に海士町長の山内道雄氏が講師を務め，
氏が取り組んできた海士町の行政改革と地域の生き残りための戦略と成果が語られた。なお山内氏
の講義は 2011 年度で連続 3 回目になるが，最初の年の講義が縁となって毎年夏季休暇中に希望した






様子が語られた。第 8 回では，南部町教育委員会の三上恵子先生より，南部町会見小学校で取り組 
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 引き続き講義は，事例紹介を中心とする第 1 部・2 部から，理論学習を中心とする第 3 部（「地域
学」とは何か）へと展開した。第 3 部の 3 回の講義内容は 2010 年度と同様に「地域学について」（光
多長温特任教授），「地域で生きる」（吉村伸夫教授），「ローカルとグローバル」（仲野誠准教授）と
いう 3 回セットメニューである。前任のコーディネーターであった渡部教授は，これら 3 名の地域
学のアプローチを，光多先生の「横串論」，吉村先生の「ノーム（ノルム）論」，仲野先生の「構造・
関係論」と特徴づけ，これらのセットをベースに「地域学とは何か」という問い対する理論的な理
解を促そうと試みていたが，2011 年度も基本的この流れを踏襲した。ただし第 2 部までの事例との





















































・参加者・・・21 名（地域学部１年生 18 名，教員２名，社会貢献課亀尾氏）， 
・引率教員・・・土井教授，山根教授 
【日程】 
・訪問日・・・2011 年 9 月 2日（金） 
・行程 
8：15  鳥取大学集合 バスにて出発 
10：30  現地到着（南部町立会見小学校） 
雨のため，「そばの種まき」を中止し，そばネット，GTA の皆さんとそば打ち体験 
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（昼食）   手打ちそば 
13：30  コミュニティ・スクール（学校運営協議会）関係者との研修会 
14：30    会見小学校出発 
町内視察（とっとり花回廊（野の花特産センター外）） 




















そのようなこのような効果の事例から，2011 年 4 月 1 日時点で，全国のコミュニティ・スクール
数は 789 校が指定され，鳥取県では，会見小学校を含め小学校 4 校，中学校 1 校の 5 校が指定され





ュティ・スクールの内容を理解してくることと，質問を用意してくることとした。   
当日の簡単なスケジュールは以下の通りである。 
8:00 鳥取大学集合（広報センター前） 8:15 鳥大出発 10:30 南部町立会見小学校到着 10:30




林会長） ③GTA の取り組みについて（永栄 GTA 部長 ）④その他６ 懇談） 
14:30 会見小学校出発  15:15 鳥取大学着 
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     会見小学校でのそば打ち体験の様子 
コミュニティ・スクール研修会の様子 研修ではグループ討議も行われた 
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【参加者】・・・計 11 名（学生 8名（男子 3名・女子 5名），教員 3名） 
・学科内訳・・・地域政策 3人，地域教育 1人，地域文化 3人，地域環境 1人 
・引率教員 3 名（野田邦弘（地域文化），仲野誠（地域政策），竹川俊夫（地域政策）） 
 【事前準備】 
①全体ミーティング：8月 11 日（木） 
1）訪問研修の説明，2）日程決定，3）事前学習会の実施について，4）実行委員の選出 
②事前学習会 
第 1 回：8 月 29 日（月）…発表者 3 名，第 2 回：9 月 4 日（日） …発表者 5 名 
 【行程】 















































































































































































 ⑤地域教育課松前課長と保健福祉課浜見課長のレクチャー（2 日目） 
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（４）訪問研修を終えて
 「地域学入門」の番外編としてこれまで 2 カ年連続して実施してきた本研修は，これまで参加











































づきが得られるものではない。（２）で解説したように，5 月 18 日の山内町長による講義だけに












はこうした一連の講義を受けた新入生にどのような変化が生じたかを，7 月 27 日の最終講義の際に
新入生から回収したアンケートを中心に検討する。 
 本アンケートのねらいは，次の 3 点を明らかにすることである。すなわち，①「地域学」に対す
る新入生の関心が，学科や入試種別等によってどのように異なるのか，②「地域学入門」を受講す
ることが「地域学」への興味・関心を高めることに役立っているのかどうか，そして，③地域学へ












前頁に掲載した通りである。7 月 27 日の講義の最後にアンケートの記入時間を用意し，講義に出席









































受けた新入生にどのような変化が生じたかを，7 月 27 日の最終講義の際に
ケートを中心に検討する。 
 は，次の 3 点を明らかにすることである。すなわち，①「地域学」に対す
や入試種別等によってどのように異なるのか，②「地域学入門」を受講す
興味・関心を高めることに役立っているのかどうか，そして，③地域学へ












る。7 月 27 日の講義の最後にアンケートの記入時間を用意し，講義に出席


































る。特に地域文化・地域環境では，地域学への関心が無い新入生の割合がそれぞれ 7 割，8 割を超
えて大多数を占めていることが大きな特徴である。 
②学科別に見た志望度と地域学への関心の傾向 



































































































る。特に地域文化・地域環境では，地域学への関心が無い新入生の割合がそれぞれ 7 割，8 割を超
えて大多数を占めていることが大きな特徴である。 
②学科別に見た 度と地域学への関心の傾向 

































































































る。特に地域文化・地域環境では，地域学への関心が無い新入生の割合がそれぞれ 7 割，8 割を超
えて大多数を占めていることが大きな特徴である。 
②学科別に見た志望度と地域学への関心の傾向 





































































































 一方，前期入試については，志望度は第一志望が 46％，第一志望以外が 54％と学部合計と同様の

























































 一方，前期入試については，志望度は第一志望が 46％，第一志望以外が 54％と学部合計と同様の
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高まった やや高まった あまり高まっていない 高まっていない
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を読み解いてみると，「第 2 部」の割合が相対的に高いのは，地域政策学科の 66％と地域文化学科








































































第 2 部」の割合が相対的に高いのは，地域政策学科の 66％と地域文化学科







































































読み解いてみると，「第 2 部」の割合が相対的に高いのは，地域政策学科の 66％と地域文化学科






























































































































































































































































































































































変容（第 2 報）―2010 年度における授業実践のまとめ―」『地域学論集』7(2)，pp.157-96． 
 
 （2012 年 2 月 3 日受付，2012 年 2 月 17 日受理） 
